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猛
暑
と
な
っ
た
夏
も
瞬
く
間
に
立
ち
去
り
、

東
京
で
も
、
は
や
晩
秋
の
風
が
身
に
染
み
る

頃
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

当
院
は
、
令
和
四
年
度
も
、
一
般
診
療
に

加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
市

中
感
染
対
応
と
同
時
に
逼
迫
す
る
二
次
救
急

医
療
対
応
、
そ
し
て
自
衛
隊
東
京
大
規
模
接

種
会
場
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
年
度
初

め
に
は
、
感
染
対
策
官
を
新
編
し
、
医
療
安

全
・
感
染
対
策
室
と
し
て
機
能
強
化
を
行
い
、

状
況
の
変
化
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
を
図
り

つ
つ
、
院
務
運
営
に
邁
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
二
年
ぶ
り
の
大
量
傷
者
受
け
入
れ
訓

練
に
、
能
力
構
築
支
援
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
軍

中
央
病
院
長
他
の
ス
タ
ッ
フ
を
招
聘
し
、
教

官
派
遣
も
実
施
し
致
し
ま
し
た
。

さ
て
、
本
年
二
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
冷
戦

後
の
国
際
社
会
秩
序
の
根
幹
を
揺
る
が
し
、

未
だ
続
く
戦
闘
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
罪
の
な

上

半

期

を

振

り

返

っ

て

令
和
四
年
十
月
吉
日

自
衛
隊
中
央
病
院
長

防
衛
技
官

福
島

功
二

新

着

任

副

院

長

紹

介

こ
の
よ
う
な
中
、
防
衛
力
の
強
化
に
合
わ

せ
、
自
衛
隊
衛
生
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
も
、

省
内
で
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、
当

院
も
、
衛
生
学
校
や
防
衛
医
大
、
海
空
の
主

要
衛
生
部
隊
等
の
方
々
と
、
よ
り
実
効
的
な

衛
生
態
勢
の
構
築
に
向
け
て
議
論
を
始
め
て

い
ま
す
。
次
期
中
期
間
に
は
、
自
衛
隊
が
国

民
の
負
託
に
応
え
続
け
て
い
く
た
め
に
も
重

要
な
衛
生
態
勢
整
備
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
自
衛
隊
中
央
病
院
は
、
即
応
態
勢

を
維
持
し
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
を
含
む
平
素
の
診
療
業
務
を
中
心

に
、
隊
員
の
皆
様
と
地
域
の
皆
様
へ
の
責
任

を
果
た
し
な
が
ら
、
一
層
の
充
実
を
目
指
し

て
前
進
し
て
参
り
ま
す
。
日
頃
の
皆
様
の
ご

厚
情
へ
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

当
院
へ
の
一
層
の
ご
理
解
及
び
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
我
が
国
を
取
り

巻
く
安
全
保
障
環
境
は
極
め
て
急
速
に
変

化
、
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
自
衛
隊
衛
生

の
要
た
る
自
衛
隊
中
央
病
院
を
中
心
と
し

た
自
衛
隊
医
療
・
衛
生
の
実
効
性
を
さ
ら

に
高
め
発
揮
で
き
る
よ
う
、
福
島
病
院
長

の
統
率
方
針
で
あ
る
「
常
在
戦
場
」
の
気

概
を
持
ち
、
病
院
長
を
支
え
、
中
央
病
院

の
任
務
が
全
う
で
き
ま
す
よ
う
精
進
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副院長（海）
海将 村上 健彦

令
和
四
年
八
月
一
日
付
で
自
衛
隊
中
央
病
院

副
院
長
兼
ね
て
診
療
放
射
線
技
師
養
成
所
所

長
を
拝
命
し
ま
し
た
村
上
と
申
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
長
く
海
上
自
衛
隊
内
科
医
官
と
し
て

勤
務
し
、
自
衛
隊
中
央
病
院
に
は
、
ま
だ
駆

け
出
し
の
頃
に
約
半
年
間
だ
け
勤
務
し
た
に

過
ぎ
ず
、
こ
の
度
三
十
余
年
ぶ
り
に
着
任
し
、

正
に
隔
世
の
感
を
禁
じ
得
ず
、
周
囲
の
ご
助

力
を
頂
戴
し
な
が
ら
勤
務
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

C
O

V
ID

-

19
感
染
症
が
中
国
武
漢
で
出
現
し

て
以
来
、
世
界
各
国
で
の
大
流
行
を
経
て
、

現
在
わ
が
国
で
は
第
七
波
が
漸
く
落
ち
着
き

つ
つ
あ
り
、
社
会
活
動
の
再
稼
働
の
息
吹
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

特
に
自
衛
隊
中
央
病
院
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

プ
リ
ン
セ
ス
号
か
ら
の
感
染
患
者
の
受
け
入

れ
や
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
・
会
場
の
設
営

及
び
そ
れ
ら
に
係
る
人
員
派
遣
等
の
中
核
部

隊
と
し
て
携
わ
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
当

面
二
価
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

同
時
に
当
院
は
地
域
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
感
染

症
患
者
対
応
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
近
年
、

二
次
救
急
指
定
医
療
機
関
と
も
な
り
、
救
急

車
の
受
け
入
れ
実
績
も
飛
躍
的
に
伸
び
て
お

り
ま
す
。
そ
う
し
た
即
応
性
と
質
の
高
い
医

療
の
提
供
に
お
い
て
評
価
を
頂
戴
し
つ
つ

あ
る
自
衛
隊
中
央
病
院
で
勤
務
で
き
ま

す
こ
と
は
望
外
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

い
多
く
の
民
間
人
の
命
を
奪
っ
て
い
ま
す
。

副

院

長

(

海

)

退

官

行

事

德
永
副
院
長
退
官
行
事

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日
（
金
）
、
自
衛

隊
中
央
病
院
第
七
代
副
院
長
（
海
）
德
永
徹

二
海
将
の
退
官
行
事
を
挙
行
し
ま
し
た
。

病
院
長
は
紹
介
の
中
で
、
大
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
後
輩
で
あ
る
德
永
海
将
の
人
柄

に
つ
い
て
、
ひ
た
む
き
で
実
直
な
姿
勢
で
あ

り
、
副
院
長
と
し
て
良
く
私
を
支
え
て
く
れ

た
と
そ
の
功
績
を
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

大量傷者受入訓練にて訓示する福島病院長

モンゴル軍中央病院長との記念品交換

病院長より紹介される村上副院長

初心を述べられる村上副院長

病院長より紹介される德永副院長

病院職員により盛大に見送りさ
れる德永副院長
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サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
♪

『
原
点
回
帰
』

令
和
４
年
大
量
傷
者
受
入
訓
練

令
和
四
年
度
前
期
定
期
異
動

○
医
事
課
長

防
衛
事
務
官

北

村

優

子

（
前
職

海
上
自
衛
隊
第
２
術
科
学
校

総
務
部
厚
生
課
長
）

○
会
計
課
長

防
衛
事
務
官

有

村

光

浩

（
前
職

陸
上
幕
僚
監
部
管
理
部
会
計

課
経
理
担
当
補
佐
官
）

○
総
務
部
長

防
衛
事
務
官

山

下

忠

司

（
前
職

九
州
防
衛
局
管
理
部
長
）

○
メ
ン
タ
ル
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長

一
陸
佐

牧

範

聡

（
前
職

防
衛
医
科
大
学
校
総
務
部
衛
生

課
長
）

○
麻
酔
科
部
長

一
海
佐

小

倉

敬

浩

（
前
職

自
衛
隊
横
須
賀
病
院
診
療
部

長
）

○
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
長

防
衛
事
務
官

大

堀

健

（
前
職

自
衛
隊
中
央
病
院
総
務
部
長
）

○
臨
床
医
学
教
育
・
研
究
部

一
陸
佐

山

本

哲

生

（
前
職

対
特
殊
武
器
衛
生
隊
長
）

新
着
任
課
長
等
紹
介

自
衛
隊
中
央
病
院
は
令
和
四
年
七
月
九
日

（
土
）
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
伴
い
昨
年
度
は
実
施
で
き
な

か
っ
た
大
量
傷
者
受
入
訓
練
を
二
年
ぶ
り

に
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
「
各
種
事
態
対
処
能
力
の
向

上
」
及
び
「
関
係
部
外
医
療
機
関
と
の
連

携
強
化
」
を
目
的
と
し
、
首
都
直
下
地
震

発
災
二
十
四
時
間
後
を
想
定
し
た
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

病院へリポートを活用したＣＨ－４７チヌークによる患者輸送

救急室と手術室の連携要領の確認と検証を実施

訓
練
は
、
大
量
傷
者
来
院
時
の
対
処
能

力
向
上
の
た
め
災
害
医
療
の
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
で
あ
る
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
（
「
指

揮
・
統
制
」
「
安
全
」
「
情
報
伝
達
」

「
評
価
」
「
ト
リ
ア
ー
ジ
・
治
療
・
搬

送
」
）
の
実
行
性
向
上
、
Ｄ
Ｃ
Ｓ
（
ダ

メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
術
）
適
応
傷
者

に
対
す
る
救
急
室
と
手
術
室
の
連
携
要
領

を
確
認
・
実
行
す
る
た
め
の
演
練
を
実
施

し
た
。
ま
た
、
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
受
入
れ

て
航
空
搬
送
病
棟
を
運
営
し
、
Ｓ
Ｃ
Ｕ

（
航
（
航
空
搬
送
拠
点
臨
時
医
療
施
設
）
に
準

じ
た
運
用
の
実
効
性
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
搬
送
先
の
入
間
Ｓ
Ｃ
Ｕ
（
基
地
）
に

お
い
て
航
空
搬
送
中
に
急
変
し
た
患
者
を

今

今
年
三
月
開
院
し
た
自
衛
隊
入
間
病
院
へ

搬
送
し
救
命
率
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

当
日
は
週
初
め
の
天
気
と
打
っ
て
変

わ
っ
て
快
晴
の
下
、
東
京
消
防
庁
、
日
本

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
部
外
関
係
機
関
及
び
陸
上
総

隊
、
東
部
方
面
隊
、
自
衛
隊
衛
生
学
校
、

自
衛
隊
入
間
病
院
の
部
内
関
係
機
関
の
参

加
に
よ
り
実
効
性
向
上
に
繋
が
る
訓
練
が

で
き
ま
し
た
。

首
都
直
下
地
震
の
発
生
確
率
は
三
十
年

以
内
に
約
七
十
％
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、

引
き
続
き
本
訓
練
の
目
的
で
あ
る
「
各
種

事
態
対
処
能
力
の
向
上
」
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

自
衛
隊
中
央
病
院
は
、
八
月
二
十
三
日
、

院
内
に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽

隊
の
音
楽
科
長
石
田
１
尉
以
下
二
十
一
名

の
支
援
を
受
け
、
入
院
患
者
さ
ん
の
早
期

回
復
に
資
す
る
目
的
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
の
も
と
、
自
衛
隊
中
央
病
院
サ
マ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

演
奏
内
容
は
、
最
近
の
流
行
曲
か
ら
ア

ニ
メ
ソ
ン
グ
、
昭
和
歌
謡
曲
ま
で
ど
の
年

齢
層
で
も
楽
し
め
る
選
曲
で
合
計
十
六
曲
、

約
一
時
間
に
渡
る
演
奏
内
容
で
し
た
。

演
奏
間
入
院
患
者
さ
ん
は
、
曲
に
合
わ

せ
て
足
踏
み
や
手
拍
子
す
る
な
ど
、
演
奏

に
引
き
込
ま
れ
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
覗

え
ま
し
た
。
ま
た
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
直
後

に
は
「
ア
ン
コ
ー
ル
」
な
ど
の
歓
声
や
拍

手
が
沸
き
、
大
盛
況
で
自
衛
隊
中
央
病
院

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
閉
幕
し
ま
し
た
。

「オー・ソレ・ミオ」を熱唱す
る橋本２海曹

演奏中の音楽隊（「軍艦マーチ」）

東京消防庁との綿密な調整を実施

新
着
任
部
長
等
紹
介

新

着

任

総

務

部

長

紹

介

美
し
い
桜
に
迎
え
ら
れ
、
四
月
に
歴
史

あ
る
自
衛
隊
中
央
病
院
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
総
務
部
長
と
い
た
し
ま
し
て
、
院

務
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
各
部
所

等
と
意
思
疎
通
を
図
り
、
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
を
念
頭
に
微
力
な
が
ら
尽
力
い
た
す

所
存
で
す
。

皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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第
57
期
上
級
陸
曹
特
技
課
程

「
診
療
放
射
線
技
師
」
卒
業
式

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
に

第
67
期
研
修
生
が
入
所

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

第
66
期
生
４
名
が
修
了

第
60
期
上
級
陸
曹
特
技
課
程

「
診
療
放
射
線
技
師
」
入
所
式

令
和
四
年
三
月
八
日
（
火
）
、
診
療
放

射
線
技
師
養
成
所
（
所
長
德
永

徹
二

海
将
）
は
、
第
五
十
七
期
上
級
陸
曹
特
技

課
程
「
診
療
放
射
線
技
師
」
卒
業
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
中
央
病
院
職
員
の
み
の
列
席
と
な

り
ま
し
た
が
、
第
五
十
七
期
生
（
担
任
教

官
大
江
二
等
空
尉
）
学
生
十
九
名
の
卒
業

式
は
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

卒
業
式
で
は
、
学
生
長
の
矢
内

裕
也

二
等
空
曹
が
卒
業
生
を
代
表
し
て
答
辞
を

述
べ
、
在
校
中
の
思
い
出
や
感
謝
の
言
葉

と
と
も
に
、
今
後
の
放
射
線
陸
・
海
・
空

曹
と
し
て
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

卒
業
式
終
了
後
は
、
病
院
長
を
は
じ
め

多
く
の
病
院
職
員
に
よ
る
見
送
り
が
行
わ

れ
、
晴
れ
や
か
な
表
情
の
卒
業
生
た
ち
は

新
た
な
気
持
ち
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任

地
へ
と
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

な
お
、
三
月
二
十
三
日
（
水
）
に
は
、

国
家
試
験
の
合
格
が
発
表
さ
れ
、
二
年
連

続
、
全
員
合
格
し
ま
し
た
。

病院長賞は、
佐々木２等陸曹が授賞

第57期上級陸曹特技課程「診療放射線技師」卒業
式

所長賞は秋成２等海曹と
渡邊２等陸曹が受賞

令
和
四
年
四
月
五
日
（
火
）
、
診
療
放

射
線
技
師
養
成
所
（
所
長

德
永

徹
二

海
将
）
は
、
第
六
十
期
上
級
陸
曹
特
技
課

程
「
診
療
放
射
線
技
師
」
入
所
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。

福
島
病
院
長
は
訓
示
に
お
い
て
「
友

愛
」
と
「
努
力
」
の
二
つ
の
要
望
事
項
の

も
と
、
切
磋
琢
磨
し
、
来
る
べ
き
そ
の
日

に
栄
光
を
掴
み
取
る
こ
と
を
期
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
德
永
所
長
は
式
辞
に
お
い
て
、

人
と
人
の
間
の
絆
「
和
」
を
要
望
し
、
三

幕
の
軍
種
を
越
え
、
陸
・
海
・
空
の
志
し

高
い
隊
員
が
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
自
衛

隊
の
放
射
線
技
師
に
な
る
と
い
う
一
貫
し

た
目
的
の
下
、
協
力
を
し
て
、
六
十
年
を

有
す
る
伝
統
校
に
お
い
て
国
家
試
験
全
員

合
格
と
い
う
大
き
な
国
民
の
負
託
を
担
い
、

そ
れ
に
伴
う
大
き
な
責
務
を
肝
に
銘
じ
て

三
年
間
頑
張
る
よ
う
激
励
し
ま
し
た
。

学
生
長
の
河
野

太
郎
二
等
空
曹
以
下

二
十
一
名
は
三
年
後
の
国
家
試
験
全
員
合

格
を
志
し
ま
す
。

第60期上級陸曹特技課程「診療放射線技師」入所式

学生長 河野２等空曹（前列左翼）

公
務
又
は
通
勤
災
害
に
よ
る
負
傷
や
疾

病
で
障
害
を
負
っ
た
隊
員
の
円
滑
な
部
隊

勤
務
や
社
会
復
帰
に
向
け
た
更
生
指
導
業

務
を
実
施
す
る
自
衛
隊
中
央
病
院
（
三

宿
）
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン

タ
ー
長
・
防
衛
事
務
官
脇
阪
裕
城
）
で
三

月
三
日
、
第
六
十
六
期
生
四
名
（
陸
自
）

の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

修
了
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
の
た
め
部
外
の
来
賓
は
招
か
ず
、

中
央
病
院
職
員
の
み
で
開
催
し
ま
し
た
。

国
歌
演
奏
、
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
の
修
了

証
書
授
与
後
、
学
生
長
が
セ
ン
タ
ー
で
の

研
修
修
了
を
申
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
執
行
官
の
福
島
功
二
病
院
長

が
登
壇
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
現
地
訓
練
等
が
中
止

に
な
る
等
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
や

開
設
以
来
最
少
の
二
名
か
ら
研
修
が
開
始

し
た
こ
と
に
触
れ
、
「
職
業
能
力
習
得
へ

の
意
欲
を
失
う
こ
と
な
く
、
全
員
が
前
向

き
に
研
修
に
励
み
、
立
派
な
成
果
を
修
め

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
労
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
人
事
教
育
局
齋
藤
敏
幸

給
与
課
長
に
よ
る
祝
辞
の
映
像
が
会
場
内

に
映
し
出
さ
れ
、
研
修
生
に
対
し
、
研
修

修
了
の
お
祝
い
等
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

第６６期研修生（手前後ろ向き）の
修了を祝い、式辞を述べる福島病院
長（壇上）

自
衛
隊
中
央
病
院
（
三
宿
）
職
業
能
力
開

発
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
防
衛
事
務
官

大
堀
健
）
で
四
月
七
日
、
第
六
十
七
期
生
十

三
名
（
陸
自
十
一
名
、
海
自
一
名
、
空
自
一

名
）
の
入
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
歌
演
奏
、
入
所
生
の
任
命
後
、
学
生
長

が
代
表
し
て
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
を
申
告
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
執
行
者
の
福
島
功
二
病
院
長
が

登
壇
。
研
修
に
お
い
て
も
自
衛
官
と
し
て
の

自
覚
と
戦
い
に
臨
ん
で
い
な
い
時
で
も
、
態

勢
を
整
え
勝
利
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
統
率
方
針
で
あ
る
「
常
在
戦
場
」
に
触
れ

た
ほ
か
、
「
友
愛
」
・
「
誠
実
」
・
「
努

力
」
・
「
感
謝
」
の
四
項
目
を
要
望
し
、
研

修
に
精
進
す
る
よ
う
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
防
衛
省
人
事
教
育
局
齋
藤
敏
幸

給
与
課
長
に
よ
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放

映
。
「
研
修
生
の
皆
さ
ん
が
同
期
の
絆
を
深

め
、
健
康
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
全
て
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
了
し
、
更
な
る
飛
躍
を
遂

げ
て
職
務
に
復
帰
す
る
こ
と
を
祈
念
す

る
。
」
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

研
修
生
は
、
一
年
又
は
六
か
月
を
か
け
て
、

知
識
・
技
能
、
各
種
資
格
等
を
習
得
し
、
部

隊
復
帰
後
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
お
い
て
貢
献

で
き
る
よ
う
研
修
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

最
後
に
学

生
長
が
研
修

生
を
代
表
し

て
、
病
院
長

を
は
じ
め
病

院
職
員
等
に

感
謝
の
気
持

ち
等
を
述
べ

ま
し
た
。

職
業
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
で
は
、
「
公

務
災
害
等
に
よ
り
障

害
を
負
っ
た
隊
員
が

お
ら
れ
た
ら
、
ぜ
ひ

入
所
を
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。
部
隊
復

帰
に
向
け
て
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
。
」
と
し
て
い
ま

す
。

訓示を受ける＃６７期研修生
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①
朝
起
き
る
時
間
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

②
眼
が
覚
め
た
ら
カ
ー
テ
ン
を
開
け

て
日
光
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

朝
6

時
か
ら
8

時
ご
ろ
ま
で

の
間
に
、
日
光
を
た
っ
ぷ
り
浴
び

る
こ
と
で
、
体
内
時
計
が
整
い
や

す
く
な
り
ま
す
。

③
朝
食
を
毎
日
食
べ
ま
し
ょ
う
。

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
便
り

〔
保
健
相
談
班
〕

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
る
外
出
自
粛
か
ら
、

生
活
リ
ズ
ム
の
変
化
し
た
り
、
運
動

の
機
会
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

質
の
良
い
睡
眠
を
取
る
た
め
に
は
、

生
活
習
慣
の
乱
れ
や
運
動
不
足
を
改

善
し
て
、
体
内
時
計
を
整
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
体
内
時

計
を
整
え
る
た
め
の
12

項
目
の
ポ
イ

ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

体
内
時
計
を
整
え
て

質
の
良
い
睡
眠
！

実
行
し
て
い
る
こ
と
が
い
く
つ
あ

り
ま
し
た
か
？
質
の
よ
い
睡
眠
を
確

保
す
る
た
め
、
体
内
時
計
を
整
え
る

た
め
の
12

項
目
を
念
頭
に
置
い
て
、

ひ
と
つ
か
ら
で
も
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？
質
の
よ
い
睡
眠
で
、
か
ら
だ
も

こ
こ
ろ
も
健
康
に
！

参
考
：
今
日
の
健
康
２
０
２
１
．
３
／
２
０
１
７
．
３

体
の
眠
る
準
備
が
し
っ
か
り
整
い
、

眠
気
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

寝
床
に
入
る
の
が
基
本
で
す
。
眠
ろ

う
と
す
る
意
気
込
み
が
頭
を
冴
え
さ

せ
寝
つ
き
を
悪
く
す
る
た
め
、
就
寝

時
刻
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

④
軽
い
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

⑤
昼
寝
は
30

分
以
内
に
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
習
慣
は
熟
睡
を
促
進
！

⑧
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
の
カ
フ
ェ
イ
ン

は
就
寝
4

時
間
前
、
タ
バ
コ
は
就
寝

１
時
間
前
ま
で
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
健
康
の
為
に
は
禁
煙

が
原
則
で
す
よ
！

⑨
眠
る
目
的
で
、
お
酒
を
飲
ま
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

深
い
睡
眠
を
減
ら
し
、
夜
中
に

目
覚
め
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

⑩
就
寝
１
～
２
時
間
前
に
、
ぬ
る
め

の
お
風
呂
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

⑪
部
屋
の
照
明
は
明
る
す
ぎ
ず
、
寝

室
は
静
か
で
暗
く
し
ま
し
ょ
う
。

⑫
就
寝
前
に
パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
・

携
帯
電
話
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

液
晶
画
面
か
ら
出
る
光
に
含
ま

れ
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
は
、
睡
眠
に

導
く
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
を
押
さ

え
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
交

感
神
経
を
興
奮
さ
せ
る
作
用
が
あ

り
、
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
を
後
ろ

に
ず
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

⑥
就
寝
２
時
間
前
ま
で
に
食
事
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

⑦
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
の
『
な
が
ら

寝
』
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

め
り
は
り
が
大
切
！

夕

脳
と
か
ら
だ
の
興
奮
を

避
け
る
！

夜就
寝

体
内
時
計
に
従
っ
て

眠
く
な
っ
た
時
に
寝
る

し
っ
か
り
活
動

日
中

体
内
時
計
を

ス
イ
ッ
チ
オ
ン

起
床

自
衛
隊
中
央
病
院
曹
友
会
（
会

長

診
療
科

准
陸
尉

長
坂

岳
秀
）
は
、
駐
屯
地
曹
友
会
の

テ
ー
マ
『
つ
な
が
り
』
を
合
言
葉

に
、
様
々
な
枠
組
み
を
超
え
て
、

幅
広
く
活
躍
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

人
と
の
繋
が
り
、
人
間
の
幸
福

度
と
健
康
を
高
め
て
く
れ
る
の
は

良
い
人
間
関
係
で
あ
る
そ
う
で
す
。

で
は
、
良
い
人
間
関
係
を
構
築
す

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
人
の
た

め
に
何
を
す
る
か
で
す
。
自
分
の

こ
と
で
は
な
く
人
の
た
め
に
何
か

を
し
て
こ
そ
良
い
人
間
関
係
が
構

築
で
き
る
の
で
す
。
人
と
の
繋
が

り
を
大
事
に
し
て
こ
そ
よ
り
良
き

人
生
が
あ
る
の
で
す
。
曹
友
会
の

活
動
も
ま
た
、
人
の
繋
が
り
な
く

し
て
は
な
り
立
ち
ま
せ
ん
。
私
た

ち
の
人
生
に
お
い
て
も
今
が
あ
る

の
は
過
去
の
積
み
重
ね
で
す
。
よ

い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
す
べ
て
の

責
任
は
自
分
に
返
っ
て
く
る
の
で

す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
や
る
こ
と

が
未
来
の
自
分
を
つ
く
っ
て
い
く

の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
は
ま
だ
ま
だ
長
く
続
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
会
員
及
び
会

員
家
族
が
充
実
で
き
る
よ
う
な
企

画
を
今
後
も
計
画
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ま

の
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

入
校
間
の
活
躍
及
び
学
術
研
究
発

表
に
よ
り
学
校
長
等
並
び
に
部
外
機

関
よ
り
表
彰
さ
れ
た
、
中
央
病
院
隊

員
を
紹
介
し
ま
す
。

〇

第
１
０
１
期
幹
部
初
級
課
程

（
看
護
）

学
校
長
賞

看
護
部

３
等
陸
尉

池

羽

勇

人

教
育
部
長
賞

看
護
部

３
等
陸
尉

星

指

佑

紀

体
力
優
秀
賞

看
護
部

３
等
陸
尉

齊

藤

凛
之
助

〇

第
５
期
看
護
幹
部
候
補
生
課
程

（
幹
部
候
補
生
学
校
）

陸
上
幕
僚
長
賞

看
護
部

陸
曹
長

廣

瀬

加

奈

学
術
優
秀
第
２
位

看
護
部

陸
曹
長

副

島

莉

香

同
第
３
位

看
護
部

陸
曹
長

久
保
田

ひ

な

高
良
山
走
第
２
位

看
護
部

陸
曹
長

中

野

新

菜

同
第
３
位

看
護
部

陸
曹
長

山

口

碧

日

〇

第
６
３
期
事
務
官
等
初
任
採
用

者
集
合
教
育
（
小
平
学
校
）

人
事
教
育
部
長
賞

総
務
部

行
（
一
）
１

西

野

貴

子

〇

第
１
４
期
陸
曹
中
級
課
程

中
隊
長
賞

放
射
線
技
師
養
成
所

２
等
陸
曹

西

巻

冬

妃

〇

第
８
２
期
上
級
陸
曹
特
技
課
程

（
輸
送
業
務
）

教
育
部
長
賞

総
務
部

２
等
陸
曹

岸

田

純

一

〇

第
１
０
２
期
幹
部
初
級
課
程

（
看
護
）

学
校
長
賞

看
護
部

３
等
陸
尉

鈴

木

佳

子

教
育
部
長
賞

看
護
部

３
等
陸
尉

大

塚

智
香
子

〇

第
４
９
期
幹
部
初
級
課
程

（
医
官
及
び
歯
科
医
官
）

教
育
部
長
賞

診
療
科

２
等
陸
尉

栗

原

歩

〇

日
本
慢
性
看
護
学
会
学
術
集
会

優
秀
演
題
賞

看
護
部

１
等
陸
尉

穴

井

え
り
も

〇

日
本
薬
学
レ
ギ
ュ
ラ
ン
ト
リ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
部
会

優
秀
発
表
賞
：

自
衛
隊
中
央
病
院
付
薬
剤
官

１
等
陸
尉

土

井

悠

路

〇

第
６
６
回
日
本
菌
学
会
大
会
口

頭
発
表

優
秀
賞
：

自
衛
隊
中
央
病
院
付
薬
剤
官

１
等
陸
尉

土

肥

悠

路


